エコ･シビルエンジニアリング研究会

『樹木の成長に託す 研究会の成長』（提案）　　  山口功 2003.07.09.

樹木が大きく育ち、望ましい環境を創り出すためには、樹木の根系がよい土壌から、養分を吸い上げていく必要がある。地下の活動が活発であれば、樹木は切り倒しても“萌芽更新”する生命力を発揮できる。
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私たちのエコ･シビルエンジニアリング研究会は

樹木の根系が、地中で水分や養分を吸収するように、研究･学習することが基本である。よい土壌とは、研究･学習するよい機会が整っていること、多くの会員がいるということである。これがなければ“萌芽更新”は望めない。

樹木の幹部は、地中からの養分を枝葉に届ける重要な役割をもっている。研究会の組織や事業計画がこれに相当する。組織や計画は会員の研究･学習した成果を実践活動につなげる役割をもつ。しっかり育てると大きな樹木に成長する。

樹木の枝葉(樹冠部)は、光合成を行い周辺のよりよい環境を創出する。研究会の『市民環境村塾』として、各研究グループの実践活動を育てることにより、大きな樹木に育ち、社会貢献ができるようになる。

従って、研究会がしっかり育つためには、地中の水分･養分に相当する会員にかかっているし、樹木の根系に相当する会員の研究･学習にかかっているといえる。会員の研究･学習する分野は、根の本数ほどあってよいと思う。

『市民環境村塾』の実践活動！

· 自然エネルギーの獲得　➩　小型風力発電の開発･実用化

火力発電による化石燃料の消費削減、原子力発電の不安定性を解消するため、代替エネルギーの開発・実用化が急務である。小型風力発電の開発・実用化により、個人レベルで自然エネルギーの獲得を目指すことは有意義である。

□ 間伐材の製品開発と利用･販売促進　➩　カートカン、手づくり木工品 etc.
　里山の再生に代表される、森林の再生は自然環境保全にとって、重要なことである。間伐を進める必要があるが、そのためには間伐材が市場経済社会に乗らなければ大変むつかしい。そこで、間伐材を積極的に活用する製品開発と利用･販売促進に関与することは意義がある。

□ 農業･林業の再生　➩　農業支援･週末炭焼き師･下草刈り･植林 etc.

 現在最大の危機の一つに、農業･林業の世界がある。農業･林業従事者にとって、いまや農業･林業で生計が立たなくなっているからである。それは、市場価値や価格の問題、従事者の高齢化、後継者不足、自然環境の荒廃が重なっているからである。自然環境の再生や保全に大きな力を発揮できるのがこの世界である。

そこで、都市に住む人々が週末を利用し、農業･林業を支援することによって、日常生活に豊かさを求めることにもつながり、自然環境の再生･維持にも貢献できる。願わくは、農業･林業で生計が立てられる社会になることを！
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